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1.はじめに
常温近くに融点を有するＰＣＭ(PhaSeChangeMaterial)に
は、おもに水和塩系と有機物系（パラフィン類、脂肪酸
等）があり、暖房給湯用技術や床暖房などの設・備システ
ムと組み合わせた技術開発が多く実施されているととも
に、熱容量の不足しがちな木造‘住宅への適用を企図した
研究もいろいろと行われている。木造住宅を対象とした
既往研究では、、-オクタデカン(融点２７℃、融解熱
240.4kJ7ｋｇ：９５wt％)に、-ヘキサデカン（融点１８℃、融解熱
235.1ｋJ/kｇ：Swt％）を混入して２５℃近辺に融点を調整し
たものを石こうボード等に含浸させた新素材や’)、
Na2SO4･10H20を高密度ポリエチレンバックに封入して
利用する研究2)も行われている。また、海外でも建材とコ
ンポジットにした製品開発をメインに同様の取り組みが
行われている3)。これらの研究成果をみると、特に木造住
宅に関しては熱容量増加に伴う省エネルギー効果がある
ことが示されているが、必ずしも普及には至っていない。
コスト的な理由のほか、有機物系は熱伝導率がかなり悪
く、溶融凝固時の体積変化が大きいことや可燃性である
こと、無機水和塩系は融点と凝固点が異なるヒステリシ
ス現象（過冷却現象）が顕著であること、相分離、金属
材料に対する腐食など、いくつかの工学的な課題がある
ことも一因としてあげられる４)。
本研究では､DuPont社で開発されたＰＣＭ建材を実験棟
の南外壁面の一部に適用し、淵度・熱流等の実測を行っ
たので、その結果について報告する。
CHF-LP-02を川いて南鉛直面および水平面全天日射量を
測定（5sec・間隔で測定し１分間の積算値を記録）してい
る。また、室温および外気温度はEspecmicRT-12を用い
て１０分間隔で測定した。
実験に用いたＰＣＭ建材･の物性値を表，に示す．
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2.実験棟および測定の概要
フィー ルド実験はＥＨＢＰ実験棟(岩手ﾘIい〉:大学敷地内、
岩手県滝沢村滝沢字巣-fl52-52）で行った。本実験棟の
断熱仕様は開口部以外、省エネルギー基準（平成１１年基
準・II5地域）を満たす標準的な仕様である5)。また、計測
は温度および熱流を対象とし、温度に関してはＴ型熱電
対（0.32の）を、熱流に関しては江藤電気Ｍ55Ａを用い
て1分間隔で測定した。なお、日射についてもHukseflux
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写真２ＰＣＭ建材の設置状況
(石こうボー ドをはずしている状態）
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尊一卿鼠＃緯項目
厚さ
衝黛
パラフィン含有率
融点(DSC法１℃/min）
潜熱蓄熱量（DSC法１℃/ｍin）
総蓄熱量(1430℃,ＤＳＣ法１℃/ｍin）
#綴”１直畷；蕊
5.26ｍｍ
4.5kg/hm2
60％
21.7℃
701Ｊｿk９
l70kj/k９



